
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。会
員
事
業
場
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら

日
立
労
働
基
準
協
会
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
平
成
十
四
年
度
の

事
業
計
画
も
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
通
り
実
施

さ
れ
て
お
り
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
我
国
経
済
は
、
デ
フ
レ
が

深
刻
化
し
、
株
価
も
バ
ブ
ル
後
最
安
値
を
更

新
す
る
等
、
各
企
業
に
お
い
て
も
逆
風
が
更

に
強
ま
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
一
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
労
働
災
害
は

関
係
者
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
今
な
お
年
間
約
五
十
五

万
人
の
方
が
被
災
し
、
昨
年
十
一
月
時
点
に

お
い
て
は
千
二
百
人
以
上
も
の
労
働
者
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
業
性
疾
病
に
よ
る
被
災
者
は
約

八
千
人
と
十
年
前
の
七
割
ま
で
減
少
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
疾
病
が
発
生
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
管
内
に
お

け
る
昨
年
の
休
業
災
害
件
数
は
一
昨
年
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
昨
年
の
十
二
月

半
ば
時
点
で
は
二
名
の
方
が
労
働
災
害
で
亡

く
な
ら
れ
て
お
り
、
全
く
看
過
で
き
な
い
状

況
に
晒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
労
働
災
害
は
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
私
達
は
、

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　

　
　
　

社
日
立
労
働
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準
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

会
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松
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卓
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今年は私が主役　　｢ひつじ｣　　　　　 (写真提供　日立セメント㈱)

企
業
に
与
え
ら
れ
た
重
大
な
責
務
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
労
働
災
害
、
職
業
性
疾
病
を
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

然
し
な
が
ら
、
昨
年
度
長
崎
市
で
発
生
し

た
造
船
所
火
災
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
火
災
が

全
国
で
増
加
傾
向
に
あ
る
等
、
重
大
災
害
が

後
を
絶
た
ず
、
ま
た
「
過
労
死
」
「
過
労
自

殺
」
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

る
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
も
含
め
、
課
題
が

山
積
み
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
我
々
を
取
巻
く
経
営
環
境
は
非
常

に
厳
し
く
、
各
会
員
事
業
場
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
思
い
切
っ
た
事
業
再
編
、
リ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
等
の
諸
施
策
を
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
我
々
は
安
全
第
一
と
い
う
不
変
の

理
念
の
下
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
安
全
衛

生
活
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
関

係
官
庁
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
事
業
運
営
に
務
め
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
事
業
場
の

皆
様
が
、
更
に
飛
躍
で
き
る
年
と
な
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

(　)

(　)
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長　

毛
塚　

利
光

平成１５年１月７日　(２)

ホームページを開設しました

　(社)日立労働基準協会のホームページを関係者のご協力により開設することができました。
協会の事業内容、講習会計画等の紹介をはじめ、日立労働基準監督署のニュース等も掲載して
おりますが、皆様のご意見等をいただきながら、更に充実したものにしていきたいと考えてお
ります。
　掲載内容は次の通りです。
・協会設立の目的、所在地等の紹介
・事業内容の紹介
・協会行事の紹介
・講習会・教育計画の紹介
　・受講料・テキスト代等の紹介
　・受講申込状況の紹介
・協会会員入会のご案内
・中小企業無災害記録表彰制度の紹介
・貸出しビデオテープの紹介
・日立労働基準監督署ニュース
　・相談件数集計表(10月分)
　・業種別労働災害発生状況
　・死亡災害発生状況
・関係団体リンク
ＨＰアドレスは次の通り
http://www.hitachi-roukikyo.com/

　

昭
和
三
十
五
年
の
年
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
池

田
内
閣
が
発
足
し
、
十
年
以
内
の
所
得
倍
増
が
目

玉
と
さ
れ
ま
し
た
。
年
八
％
程
の
経
済
成
長
が
続

い
て
い
た
当
時
で
す
。
日
本
経
済
は
今
後
も
こ
の

成
長
を
持
続
す
る
と
判
断
し
て
掲
げ
ら
れ
た
目
標

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
際
十
年
を
経
ず
し
て
目

標
は
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
に
ル
ー

キ
ー
と
し
て
働
き
出
し
た
方
々
は
、
ま
だ
ま
だ
現

役
で
頑
張
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方
、

現
在
大
部
分
が
退
職
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
元
ル

ー
キ
ー
達
は
四
十
年
前
を
良
き
時
代
と
し
て
記
憶

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
時
日
本
中
は
湧
き
上
が
る
熱
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
物
を
つ
く
れ
ば
売
れ
る
時
代
。
二
十

数
年
後
の
バ
ブ
ル
景
気
と
は
違
っ
た
そ
の
「
熱
気
」

は
、
子
供
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
も
鮮
明
で
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
は
目
に
見
え
て
変
わ
り
、
誰
も
が

今
日
よ
り
明
日
、
今
年
よ
り
来
年
、
も
っ
と
も
っ

と
生
活
が
よ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
確
信
的
な
希

望
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
家
庭
に
は
電
気
製
品
を

は
じ
め
と
す
る
新
製
品
が
入
っ
て
き
て
、
身
近
で
、

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き
、

目
に
見
え
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
と
い
う

番
組
が
描
く
よ
う
な
、
私
た
ち
中
高
年
の
オ
ジ
サ

ン
に
は
感
激
こ
の
上
な
い
成
功
物
語
を
共
有
で
き

た
時
代
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
は
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た

展
望
な
ど
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
が
常
道
で

す
。
し
か
し
角
度
を
少
し
ず
ら
し
ま
す
。
平
成
十

四
年
日
立
労
働
基
準
監
督
署
管
内
の
こ
と
と
し
て
、

全
国
に
発
信
さ
れ
た
三
つ
の
大
き
な
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
よ
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
は
、

地
域
の
産
業
の
中
核
で
あ
っ
た
製
紙
工
場
の
閉
鎖

で
す
。
五
月
の
こ
と
で
し
た
が
、
雇
用
や
地
域
に

及
ぼ
す
経
済
的
影
響
は
現
在
で
も
深
刻
で
す
。
月

が
明
け
、
さ
ら
に
一
つ
、
七
月
に
は
香
料
を
製
造

す
る
中
堅
の
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
認
め
ら

れ
て
い
な
い
物
質
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
公
に

な
っ
て
の
廃
業
で
し
た
。
も
う
一
つ
、
八
月
に
は

運
送
業
の
運
転
手
が
追
突
事
故
を
お
こ
し
、
五
名

死
亡
、
六
名
重
軽
傷
と
い
う
重
篤
な
交
通
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
に
は
、
い
ず
れ
も

不
況
と
い
う
世
相
の
反
映
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
と
負
け
ら
れ
な
い
競
争
は
、

右
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
当
署
に
も
も
た

ら
し
ま
し
た
。
公
共
事
業
を
受
注
す
る
業
種
で
は

「
労
災
隠
し
」
が
跡
を
絶
た
ず
、
こ
れ
も
多
例
の

な
か
の
一
例
で
す
。

　

現
在
企
業
や
社
会
に
最
大
の
影
響
を
与
え
て
い

る
の
は
、
数
の
上
で
も
五
十
代
で
す
。
こ
の
世
代

は
、
貧
し
い
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
、
競
争
に
耐
え
、

我
慢
の
根
性
を
養
い
、
鍛
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
発
想
が
貧
困
な
世
代
、
年
代
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
良
き
時
代
が
遠
い
過
去
と
な
っ

た
今
、
半
端
で
な
い
、
柔
ら
か
で
、
豊
か
な
発
想

が
必
要
で
す
。

　

五
十
代
の
一
人
と
し
て
、
本
年
は
、
若
い
世
代

が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
、
い
っ
そ
う
の
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
る
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し
て

会
員
の
皆
様
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
年
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



　
　前回の日立労基協だより第５号（平成１４年６月２５日発刊）に掲載した「個別労働紛争解決制度」
によって、実際に茨城労働局が取り扱った事例の一部を紹介します。「個別労働紛争解決制度」とは、
監督署が処理する以外の労働問題に関する労使間のトラブルを処理するための制度です。労使双方い
ずれかからの申し出によって運用します。「助言・指導」と「あっせん」にわかれています。

１ 助言･指導例

普通解雇の正当性に関する紛争
　　　　

２ あっせん例
（１）強引な退職勧奨に関する紛争

事　　　　　例 処　理　結　果

　申出人はパートタイマーとして働いているが、平成１３年１１

月１５日に解雇予告を受けた。

　しかし、解雇理由が明らかにされず、また、解雇されるよう

なことをしたおぼえもないため、本制度の申出をおこなった。

解雇取り消しで和解

最 低 賃 金 額
件　　　　名

日額(円) 時間額(円) 効力発生年月日

茨城県最低賃金 　５，１６７ 　　６４７ 平成１４．１０．１

(３)　平成１５年１月７日　

監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ(

３
・４
・５
・６
面)

茨 城県最低賃金

なお、適用除外の場合もありますので、詳しくは当署第一・第二方面までお問合せ下さい。
　　　 日立労働基準監督署　電話０２９４－２２－５１８７

最低 賃 金 額
件　　　　　名

時間 額 ( 円 ) 効力発生年月日

鉄 鋼 業 　７４５ 平成 14.12.25

一 般 機 械 器 具 製 造 業 　７３７ 平成 14.12.29
電気機械器具、情報通信機械器具、

電 子 部 品 、 デ バ イ ス 製 造 業
　７３４ 平成 14.12.29

精 密 機 械 器 具 製 造 業 　７３４ 平成 14.12.29

各 種 商 品 小 売 業 　７１１ 平成 14.12.25

件　　　　名 日 額 ( 円 ) 時間額(円) 効力発生年月日

一 般 機 械 器 具 製 造 業

(繊維機械製造業を除く ) ５，８０５ ７２６ 平成 11.12.31

電 気 機 械 器 具 製 造 業 ５，７８６ ７２３ 平成 11.12.31

事　　　　　例 処　理　結　果

　交通事故を起こした申請人に対する退職勧奨が本人の意思を

無視した強引なものであったとして、金銭による補償を請求し

た。

双方の主張は平行線のままであ

ったが、ある程度の誤解は解け

たとして和解金を支払い合意

　平成１４年１０月以降茨城県の地域最低賃金が時間額に、また１２月以降一部凍結となってい
る業種を除いて産業別最低賃金が時間額に一体化されました。
　平成１４年の茨城県の最低賃金は下表のとおりです。
　これまで日額で賃金を設定していた事業場についても、その日額を１日の所定労働時間で除し
た時間あたりの単価が今回の最低賃金時間額を下回ると最低賃金違反となりますので、ご確認く
ださい。また、１日の所定労働時間が８時間より短い労働者に対して、支払われる賃金額を低下
させることは、労働基準法の規定に抵触することになりますので、ご注意ください。

　Ⅰ　地域別最低賃金

　Ⅱ　産業別最低賃金(下記の業種に該当する事業場に働く労働者に適用されます。)　

個別労働紛争事例



事　　　　　例 処 理 結 果

　定期賃金が４万円引き下げられたこと、就業規則の変更により

皆勤手当、精勤手当がそれぞれ支給されなかったことについて、

労働条件の一方的不利益変更であるから無効であるとして労働

者から申請がなされた。

被申請人側の違法性が強いこと

から、和解金の支払いで合意

事　　　　　例 処　理　結　果

　申請人Ａ、Ｂ、Ｃの３人は１０数年間勤務してきたが、深刻

な業績悪化を理由に整理解雇された。３人は、事前の説明もな

く突然解雇されたことにより、生活上の影響は大きいとして、

事業主に対し退職金に加えてそれぞれ数ヶ月分賃金相当額の支

払いを求めた。

整理解雇の手続きに不備が認め

られ、退職金のほか３人にそれぞ

れ和解金が支払われた。

（２）整理解雇にともなう退職金の上積みに関する紛争

（３）賃金の一方的引下げに関する紛争

平成１５年１月７日　(４)

　　　　　　　　　　　　　～労働時間の適正な管理を～

当署には長時間労働、サービス残業に関する相談、情報も多数寄せられています。帰宅は連日深夜
で睡眠がとれない、残業分が相当カットされる、上司の指示があって実際どおりの時間を記録できな
い、定時でいったんタイムカードを押してから残業を命じられる等々。不況による経費削減の影響も
背景と思われますが、長時間労働、サービス残業は、それ自体問題であるということのほか、疲労の
蓄積よって脳心疾患の発症をもたらす、あるいは精神疾患発症の要因ともなりかねないといった問題
を含んでいます。
一方昨年１２月、厚生労働省では労働時間に関して行った是正指導の結果について広報を行い、新

聞各紙に掲載されました。司法処分を含む労働時間に関する是正指導結果の状況のほか、労働基準行
政としては、平成１３年４月６日付けで発出した「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき
措置の基準」、平成１４年２月１２日付けで発出の「過重労働による健康障害防止のための総合対策」
等に基づき、今後とも長時間労働、サービス残業の排除と健康管理の推進に努め、重大悪質な事案に
対しては司法処分も含め厳正に対処していくとしています。
上記「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置の基準」で、使用者は労働時間を適切

に管理する責務を有する旨明記しています。長時間労働の削減等につきいっそうのご尽力をお願いい
たします。
　　　　
　　　注「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置の基準」

　　　　（日立労基協だより第３号[平成１３年６月３０日発刊]に掲載）
「過重労働による健康障害防止のための総合対策」

（日立労基協だより第５号[平成１４年６月２５日発刊]に掲載）

現下の雇用失業情勢と雇用保険財政状況のために、平成１４年１０月１日から雇用保険料率が１０

００分の２引き上げられ、これにともなって労働保険料の追加徴収を行わせていただくことになりま
した。皆様へは、昨年１２月中旬、郵送により納付していただく金額等をお知らせしていることと思
います。つきましては、本年１月３１日までに同封された納付書により、追加金額の納付をしていた
だきますようお願いいたします。

相談窓口から

昨年１０月１日から雇用保険料が１０００分の２引き上げられました

賃金退職金セミナーのご案内

　１内容　　講演 ｢人事制度改革の論点と方法｣
　　　　　　講師ＨＲＲ㈱ (元㈱人事測定研究所)   代表取締役社長　釘崎　広光氏
２日時　　平成１５年２月１３日(木)　午後２時～３時３０分
　３会場　　ホテルグランド東雲 (つくば市小野崎４８８－１　℡０２９８－５６－２２１１)
　　　定員 １５０名、参加費 無料、申込期限 平成１５年１月３１日(金)
　　　申込方法　茨城労働局労働基準部賃金室まで電話またはＦＡＸでお申込ください。
　　　　　　　　　　℡０２９－２２４－６２１６　　fax０２９－２２４－６２７３
　　　講師紹介　１９７９年東大法学部卒　リクルート人事部長を務めた後、ＨＲＲの取締役に就任。
　　　　　　　　経営人事分野における論文、講演、コンサルティング多数。１９９７年より現職。



相 談 者 相     談     事     項

労
働
者

使
用
者

そ
の
他

相
談
者
計

賃
金
労
働
時
間

解
雇
労
働
契
約

休
日
休
憩
有
給
休
暇

就
業
規
則

懲
戒
処
分

安
全
衛
生

労
災
補
償

引
き
下
げ

配
置
転
換

退
職
勧
奨

い
じ
め

セ
ク
ハ
ラ

そ
の
他

相
談
事
項
計

４月 100 59 7 166 71 27 32 8 3 1 26 7 0 3 1 1 1 1 3 29 214

５月 89 54 11 154 70 13 53 7 3 0 10 10 0 3 8 5 0 2 1 20 205

６月 66 43 16 125 63 15 30 2 2 2 8 5 2 2 3 1 0 0 2 26 163

７月 78 35 16 129 45 10 37 2 2 0 7 8 0 1 6 11 0 4 2 20 155

８月 71 33 8 112 43 7 28 7 1 2 6 7 4 1 0 0 0 4 9 38 157

９月 52 42 14 108 41 17 13 8 3 2 10 3 3 3 2 6 4 6 1 19 141

10月 80 55 14 149 44 20 37 8 3 1 15 6 1 5 3 6 1 3 2 21 176

11月 61 43 14 118 42 17 32 5 4 3 15 5 2 1 0 3 0 1 0 11 141

12月

１月

２月

３月

合計 597 364 100 1061 419 126 262 47 21 11 97 51 12 19 23 33 6 21 20 184 1352

前年

度計
724 534 93 1351 599 198 294 73 23 14 107 80 8 46 12 18 7 19 20 191 1709

増減 -127 -170 7 -290 -180 -72 -32 -26 -2 -3 -10 -29 4 -27 11 15 -1 2 0 -7 -357

(５)　平成１５年１月７日

業 種 発生日時 職種など 災　害　発　生　状　況

土木工事業 3月 27 日 現場監督員

男・２３才

　工事の打合せのため、ひとりで社用車（ライト

バン）を運転して元請事業場へ向かう途中、セン

ターラインをはみ出し、対向してきたＲＶ車と正

面衝突した。

建築工事業 7月 25 日 解 体 工

男・５９才

  木造平屋建て家屋の解体工事に先立って、労働

者２名で、畳、ふすま、サッシ等を取り外して運

搬車に積込む作業を行なっていたが、屋根上で転

倒し、接近して停めてあった運搬車のアオリに腹

部を打って被災した。

当署で受理した相談件数の、平成14年度、平成13年度の結果比較(4月～11月)は次のとおりです。
13年度に比べ14年度相談件数は減少しています。

平成14年4月～平成14年11月　相談件数　日立労働基準監督署

労働相談件数

死亡災害発生状況



平成１５年１月７日　(６)

　

｢

仕
事
場
が
寒
い
、
暑
い
」
「
機
械

の
熱
で
暑
い
」
「
機
械
の
音
が
う
る

さ
い
」
「
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
光
が

反
射
す
る
」
「
作
業
ス
ペ
ー
ス
や
通

路
が
す
っ
き
り
し
な
い
」
・
・
・
・
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
ふ
だ
ん
気

が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
あ
き
ら
め
て

い
た
り
す
る
も
の
で
す
が
、
改
善
す

る
効
果
は
意
外
と
大
き
く
、
職
場
の

快
適
度
は
想
像
以
上
に
ア
ッ
プ
す
る

も
の
で
す
。

　

当
署
お
よ
び
「
快
適
職
場
推
進
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
類
似
の
事
例
や
奨

励
制
度
を
用
意
し
て
職
場
の
快
適
化

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
小

さ
な
改
善
で
も
、
奨
励
制
度
が
利
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
お
電
話
を
。

快
適
職
場
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〇
二
九
（
二
二
五
）
八
八
八
一

日
立
労
働
基
準
監
督
署

　

〇
二
九
四
（
二
二
）
五
一
八
七

業  種  別 平成１４年  前年同期

計 (２ )１６４ (４ )１９９

製造業 (０ )　５７ (０ )　７７
鉱業 (０ )　　１ (０ )　　０

土木 (１ )　１２ (１ )　１０

建築 (１ )　１７ (１ )　１８
その他 (０ )　　２ (０ )　　８

建
設
業
小計 (２ )　３１ (２ )　３６

運輸交通業 (０ )　２１ (０ )　２５
貨物取扱業 (０ )　　１ (０ )　　２
農林業 (０ )　　５ (０ )　　３
畜産水産業 (０ )　　１ (０ )　　１

商業 (０ )　２１ (１ )　２５
その他 (０ )　２６ (１ )　３０

日立署管内の労働災害発生
　　　　(　速　　報　)
平成１４年１１月現在

(注)   休業４日以上の災害
　　 ( )内は、死亡者の内数

作業環境

・空気環境
　空気の汚れ、臭気、浮遊粉じん、喫煙
・温熱条件
　温度、湿度、感覚温度、冷暖房条件、(外気温との差、仕事に
　あった温度、　室内の温度差、気流の状態)
・視環境
　明るさ、採光方法、照明方法、(直接照明、間接照明、全体照
　明、局所照明)、グレア(まぶしさ)、ちらつき、色彩
・音環境
　騒音レベルの高い音、音色の不快な音
・作業空間等
　部屋の広さ、動き回る空間(通路等)、レイアウト、整理・整頓
　
　

不快と感じることがないよう、空気の汚れ、臭気、温度、湿度等の作業環境を適切に
維持管理すること。

職場快適化改善事例

　平成１４年の労働災害の発生件
数は、全国、県内、当署管内とも
に減少しています。しかし、県内
の死亡災害は、１２月２７日現在
５７件で、前年の５０人を大きく
上回りました。
　年末年始は、作業や生活のリズ
ムが変りやすく、災害防止のため
の配慮が特に必要となります。
｢安全最優先｣の原点に立ち返り、
無災害の１年をスタートさせまし
ょう。



謹

賀

新
年

　

社
日
立
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　

運
営
委
員
会
一
同　

安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催　

　
　
　
　
　
　

参
加
企
業
紹
介　
　

(７)　平成１５年１月７日　

㈱
丸
ト

㈱
ガ
ー
ド
ケ
ア
ピ
ー
ス

㈱
秋
山
工
務
店

日
立
土
木
㈱

　

日
立
工
業
所

日
立
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

北
茨
城
水
道
事
業

㈱
コ
ー
ヨ
ー

㈱
日
立
茨
城
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

佐
々
木
興
業
㈱

日
立
協
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

日
立
化
成
工
材
㈱

大
建
工
業
㈱
高
萩
工
場

㈱
明
治
商
会
日
立
支
店

日
立
市
指
定
管
工
事
協
同
組
合

ユ
ニ
マ
テ
ッ
ク
㈱

日
木
産
業
㈱

磐
城
金
属
工
業
㈱

㈱
武
蔵
野
化
学
研
究
所
磯
原
工
場

日
立
電
鉄
㈱

鈴
縫
工
業
㈱

日
和
産
業
㈱

日
立
多
賀
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

㈱
岡
部
工
務
店

日
立
化
成
工
業
㈱
山
崎
事
業
所

日
立
ホ
ー
ム
＆
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

日
立
セ
メ
ン
ト
㈱

日
立
電
線
㈱
電
線
工
場

日
立
電
線
㈱
日
高
工
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
十
四
年
度
安
全
衛
生
表
彰　
　
　
　
　
　

　
　
　

社
日
立
労
働
基
準
協
会
の
年
間
事
業
計
画

の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
の
安
全
衛

生
見
学
研
修
会
を
十
一
月
八
日
に
、
二
十
九

社
三
十
七
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
見
学
先
は
、｢

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス｣

(

常
磐
新
線)

の
守
谷
建
設
所
工
事
区
間

(

守
谷
～
伊
奈
～
谷
和
原)

で
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
守
谷
鉄
道
建
設
所
の
石
徳
博
行
所
長

殿
の
ご
案
内
に
よ
り
、
建
設
中
の
車
両
基
地

や
小
貝
川
橋
り
ょ
う
及
び
常
磐
道
下
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
現
場
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
新
の
技
術
と
新
鋭
機
械
を
駆
使
さ
れ
、

　

平
成
十
四
年
度
の
安
全
・
労
働
衛
生
に
係
る
各
種

表
彰
が
行
な
わ
れ
、
当
協
会
関
係
で
は
次
の
事
業
場

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
　

優
良
賞(

安
全)

　
　
　

日
立
原
町
電
子
工
業
㈱
本
社
工
場　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

日
立
市)

・
茨
城
労
働
局
長
賞
表
彰

　
　

進
歩
賞(

安
全)

　
　
　

常
磐
マ
ッ
ク
ス
㈱
北
茨
城
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

北
茨
城
市)

　
　

努
力
賞(

労
働
衛
生)

　
　
　

エ
ヌ
・
オ
ー
・
ケ
ー
・
ク
リ
ュ
ー
バ
ー
㈱

北
茨
城
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

北
茨
城
市)

・
社
茨
城
労
働
基
準
協
会
連
合
会
長
表
彰

　
　

事
業
場
賞(

安
全
衛
生)

　
　
　

日
立
化
成
工
材
㈱
滑
川
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

日
立
市)

講　習　会　名 開催日 申込締切日 実　技　会　場

玉掛 2/ 6～ 8 1/22 ㈱日立製作所 日立事業所
ガス溶接 2/14～15 1/30 　　　    〃技 能

講 習
有機溶剤作業主任者 2/19～20 2/ 5

特 別

教 育
研削といし 2/28～3/1 2/14

日立ホーム＆ライフ

　　　　ソリューション㈱

講 習

会

職長教育 3/ 7～ 8 2/21

２
月
～
３
月
講
習
会
・
教
育
計
画※ 学科の会場は全種目 (社)日立労働基準協会教室 です。

(資) 鉄
道
の
低
騒
音
化
を
は
じ
め
環
境
に
や
さ

し
い
鉄
道
づ
く
り
が
随
所
に
生
か
さ
れ
た

現
場
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
有

意
義
な
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
柴
又
帝
釈
天
の
お
参
り
と
寅

さ
ん
記
念
館
を
見
学
し
、
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
は
次
の
通

り
で
す
。

　

お
知
ら
せ　
　

　

平
成
十
五
年
度
日
立
地
区
安
全
衛
生
大
会(

社

日
立
労
働
基
準
協
会
の
法
人
化1 0

周
年
記
念)

に

つ
い
て

１
．
期
日　

平
成
十
五
年
六
月
六
日(

金)

２
．
時
間　

午
後
一
時
十
五
分
～
午
後
五
時

３
．
場
所　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

４
．
内
容　

　
　
　

１
記
念
式
典

　
　
　

２
表
彰

　
　
　
　

・
功
労
者
表
彰

　
　
　
　

・
協
力
団
体
表
彰

　
　
　
　

・
安
全
衛
生
優
良
事
業
場
表
彰

　
　
　

３
特
別
講
演

　
　
　
　

｢

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康｣

　
　
　
　
　

筑
波
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　

副
所
長　

三
屋　

裕
子

氏　

(　)

(  　)

(  　)

(　)

(　)(　) (　)



　

労
働
保
険
に
は
、
保
険
加
入
手
続
き
や
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納

付
の
手
続
・
そ
の
他
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
に
関
す
る
手
続
等
各
種

の
事
務
手
続
き
が
あ
り
ま
す
が
、
中
小
事
業
の
事
業
主
に
と
っ
て
は
、

そ
の
事
務
の
処
理
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
事
業
主
が
行
う
べ
き
労
働
保
険
事
務
を
、
茨
城
労
働
局

長
か
ら
労
働
保
険
事
務
組
合
と
し
て
認
可
を
い
た
だ
い
た
当
協
会
が
、

事
業
主
か
ら
委
託
を
受
け
て
事
務
処
理
を
代
行
す
る
も
の
で
す
。

・
委
託
で
き
る
事
業
主
の
範
囲(

原
則
と
し
て
会
員
企
業)

　

・
金
融
・
保
険
・
不
動
産
・
小
売
業
に
あ
っ
て
は
労
働
者
数
が

　
　

常
時
五
十
人
以
下

　

・
御
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て
は
労
働
者
数
が
常
時
百
人
以
下

　

・
前
述
以
外
の
業
種
に
あ
っ
て
は
労
働
者
数
が
三
百
人
以
下
の
事

　
　

業
主

　

(

注)

労
働
者
数
は
事
業
場
単
位
で
は
な
く
企
業
単
位
で
す
。

・
事
務
組
合
に
お
け
る
事
務
の
範
囲　
　

　

・
保
険
料
の
申
告
・
納
付
に
関
す
る
事
務

　

・
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得
・
喪
失
の
届
出
、
被
保
険

　
　

者
の
転
入
及
び
転
出
の
届
出
そ
の
他
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
に

　
　

関
す
る
届
出
等
に
関
す
る
事
務

　

・
保
険
関
係
成
立
届
、
労
災
保
険
又
は
雇
用
保
険
の
任
意
加
入

　
　

申
請
書
、
雇
用
保
険
の
事
業
所
設
置
届
等
の
提
出
に
関
す
る

　
　

事
務

　

・
労
災
保
険
の
特
別
加
入
申
請
、
変
更
申
請
、
脱
退
申
請
等
に

　
　

関
す
る
事
務

　

・
労
働
保
険
事
務
処
理
委
託
、
委
託
解
除
に
関
す
る
事
務

　

・
そ
の
他
労
働
保
険
の
適
用
徴
収
に
係
る
申
請
、
届
出
及
び
報

　
　

告
に
関
す
る
事
務

・
事
務
委
託
料　

千
円(

年
額)

・
連
絡
先　
　
　

社
日
立
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局　

桜
井
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

電
話　

０
２
９
４
ー
２
３
ー
３
４
３
１

　
　

謹　

賀　

新　

年

　
　
　
　
　
　
　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　

桜
井　
　

博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職　

　

員　
　

吉
澤
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

麻
美　
　

種　　　　別 開　　　催　　　日 実　技　会　場

玉掛 4/3～5  　 6/12～14

8/28～30   10/23～25

12/4～6    2/5～7

㈱日立製作所 日立事業所

特定化学物質等作業主任者 4/23～24   9/8～9

1/14～15

有機溶剤作業主任者 4/ 9～10   7/ 2～ 3

11/4～ 5   2/18～19

第２種酸素欠乏作業主任者 6/18～20   10/8～10

12/17～19

(社)日立労働基準協会教室

ガス溶接 9/26～27   2/13～14 ㈱日立製作所 日立事業所

フォークリフト運転(学科) 4/1   6/3   8/19   10/1

11/10   1/7

㈱日立物流

乾燥設備作業主任者 5/8～9

技　
　

能　
　

講　
　

習

プレス作業主任者 7/22～24

アーク溶接 11/14～15 ㈱日立製作所 日立事業所

クレーン運転 4/18～19   11/21～22 ㈱日立製作所 電機システム事業部

研削といし 2/27～28 日立ホーム＆ライフソリューション㈱

プレス・シャー 12/12～13 日立ホーム＆ライフソリューション㈱

電気(低圧)取扱い業務 9/11～12 桐木田広場

特 

別 

教 

育

粉じん作業 8/8

安全衛生推進者等養成講座 5/29～30

職長教育 5/16～17   7/10～11

9/19～20   11/27～28

1/30～31   3/ 5～ 6

講 

習 

会
ゼロ災研究会 7/8

平成15年度講習会・教育開催計画

平成１５年１月７日　(８)

※ 学科の会場は全種目 (社)日立労働基準協会教室です。

　

労
働
保
険
事
務
組
合
の
紹
介

(  　)
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